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タイタオ・オフィオライトの生成・定置・変形とチリ三重点テクトニクス

Genesis, emplacement and block rotation of the Taitao ophiolite and its relation to the
Chile triple junction tectonics
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後期中新世-鮮新世タイタオ・オフィオライトは典型的な海洋リソスフェアに期待されるすべての層序からなり、チリ
三重点のごく近傍に露出する。斑糲岩と超塩基性岩は複雑に褶曲されるが、シート状岩脈は定置後のブロック回転のみを
受けている。斑糲岩とシート状脈岩から分離したジルコンの SHRIMP U-Pb年代測定および FT年代測定を行った結果、
斑糲岩は 5.9+-0.4 Maから 5.6+-0.1 Maの放射年代幅を持つが誤差の範囲で一致する。シート状岩脈中に分布するデイサ
イトの U-Pb年代は 5.2+-0.2 Maであった。これらの年代は、マグマが 6 Maの海嶺衝突事件の間に生じ、ごく短い期間
に定置したことを示す。チリ海嶺の短いセグメントが 6 Ma衝突事件の時に定置したのだろう。


